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         《 はじめに 》 

 

 

練馬区立厚生文化会館は、地域の皆様の相互交流や自主的な活動を促

進し、高齢者や子どもたちの福祉を増進するとともに、人権尊重に関す

る活動を推進することを目的としている施設です。 

当会館は、昭和 12 年（1937 年）6 月東京府社会事業協会によって設立

された「練馬隣保館」が前身であり、戦後、地域のみなさんの公立化運

動が実を結び、昭和 48 年（1973 年）に保育園、児童館、学童クラブ、敬

老室、集会室を併せ持った「練馬区立厚生文化会館」へと生まれ変わり

ました。 

平成 2 年（1990 年）には、練馬保育園が分離・独立し、さらに、平成

5 年（1993 年）には、建物の老朽化が進んだため、建て替えを行いまし

た。また、平成 20 年（2008 年）には外壁・空調機等大規模改修工事を行

い、現在に至っています。 

今後とも、子どもから高齢者まで、様々な活動や交流の場として、地

域に開かれた施設を目指します。 
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      《１ 沿 革 》 

昭和１２年（1937年）６月 練馬隣保館設置・東京社会事業協会融和部の設置運営 

保育・診療・集会室事業 

昭和２５年（1950年） 戦後、東京都福祉事業協会（社会福祉法人）の経営 

保育園事業のみ継続 

昭和４７年（1972年）３月 練馬隣保館改築開始 

昭和４８年（1973年）３月 練馬区立厚生文化会館竣工（練馬区立練馬保育園併設） 

   〃   〃    ４月１日 練馬区立練馬保育園開設 

   〃   〃  ５月１日 練馬区立厚生文化会館利用開始 

   〃   〃    10月 第１回運動会（豊島園）・もちつき大会始まる 

昭和５５年（1980年）11月11日 練馬地区環境改善都区地元協議会発足 

昭和５７年（1982年）12月 練馬区環境改善計画策定 

昭和６２年（1987年）10月 運動会にかえて第１回けやきまつり開催 

平成 ２年（1990年）２月 練馬区立練馬保育園完成（厚生文化会館より分離） 

平成 ３年（1991年）４月１日 厚生文化会館仮設棟業務開始（練馬３－２０－８） 

 学童クラブ南町小学校空教室利用業務開始 

   〃   〃  ６月 厚生文化会館改築開始 

平成 ５年（1993年）５月 厚生文化会館改築竣工 

   〃   〃  ６月 厚生文化会館改築披露式典 

   〃   〃  ７月１日 厚生文化会館新館業務開始 

平成 ６年（1994年）11月21日 練馬地区環境改善都区地元協議会解散式 

平成２１年（2009年）３月31日 厚生文化会館１５周年大規模改修工事完了 

平成２８年（2016年）10月 第30回けやきまつり開催 

平成３０年（2018年）５月29日 厚生文化会館運営協議会開催 会長 石田 勇作 氏 選出 
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《２ 施設の概要》 
(１) 施設の目的 
 地域住民の相互交流および自主的活動を促進し、児童および高齢者の福祉の

増進を図るとともに、人権尊重活動を推進することを目的として設置された施

設で、つぎの事業を行っています。 
    
   ① 児童福祉法第４０条にもとづく児童館事業     
   ② 敬老館事業 
   ③ 集会室事業 
   ④ 人権尊重に関する事業          
   ⑤ 前各号のほか、区長が必要と認める事業 
 
 
(２) 利用日および利用時間 

区分 利用日 利用時間 

児童館事業(児童室) 
日曜、祝祭日、年末年始 
を除く 

午前10時から午後6時 
ただし、土曜日と三季休業日

等は午前9時から午後6時 

敬老館事業(敬老室) 
日曜、祝祭日、年末年始 
を除く 

午前9時から午後5時 

集会室事業 年末年始を除く 午前9時から午後9時30分 

学童クラブ事業 
日曜、祝祭日、年末年始 
を除く 

午前9時から午後6時 

 
※ 年末年始は、１２月２９日から１月３日です。 
※ 三季休業日等とは、区立小中学校の夏･冬･春休み期間および都民の日です。 
※ 全館清掃等で臨時に休館する場合があります。 
 

 

 

(３) 施設の規模 
   

① 構  造     鉄筋コンクリート造 地上２階 地下１階  
   ② 施設面積     １２７１．７１㎡ 
   ③ 建築面積      ６７６．６３㎡ 
   ④ 延床面積     １６７０．０８㎡ 
   ⑤ 各室面積     以下のとおり 
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   ＜児童室面積＞           単位：㎡ 
遊戯室 １２６．００ その他共有按分 ３６４．１７  
図書室 ８３．７０ 延床面積  ７３９．２２ 
工作室 ３２．５０ 屋上遊び場 ２４０．０ 
音楽室 ３２．５０   
学童クラブ室  １００．３５   
（小計） ３７５．０５   

                                       
    ＜敬老室面積＞                     単位：㎡ 
娯楽室 ９９．０ その他共有按分 ２０６．９１  
和室 ２１．０ 延床面積  ３９３．６６ 
浴室 ６６．７５   

（小計） １８６．７５   
 
    ＜集会室面積＞                     単位：㎡ 

大会議室 １０２．６ その他共有按分 ２６５．２５  
小会議室 １９．６５ 延床面積  ５３７．２０ 
視聴覚室 ２９．２５   

和室 ３９．０   
料理実習室 ５６．２５   
  相談室 ２５．２   
（小計） ２７１．９５   

 

⑥ 各階案内図 
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【１階】                    
                       【地下】 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(４) 集会施設の使用料・定員等       
① 使用料・定員 
施設名 使用料（円） 

１時間につき 
定 員

(名) 
 特徴 

大会議室 (８５㎡) ７００ ５０ 可動式舞台・調光設備・音響設備など 
のある多目的集会室です。 

小会議室 (２０㎡) ２００  ８ 小規模の会議用の集会室です。 

視聴覚室 (３０㎡) ３００ １０ 小規模の会議用の集会室です。  
ピアノがあります。 

和 室  (３９㎡) 
（畳部分12.5畳） 

３００ １０ 炉と水屋(３畳)を備え、茶室としても使
用できます。 

料理実習室 
(５６㎡) 

５００ ２０ 調理台３台と講義用ホワイトボード 
があります。 

② 貸出設備・備品(有 料) 
設備・備品 使用できる

部屋 
使用料(円) 

１時間につき 
設備・備品 使用できる

部屋 
使用料(円) 

１時間につき 

可動式舞台 大会議室 ２５０ 音響設備 大会議室 ２５０ 

調光設備 大会議室 ２５０ 
ビデオプロ

ジェクター 
大会議室 ２００ 

茶道具 和室 １００    

ピアノ(アッ

プライト) 

視聴覚室 ２５０    

娯楽室 
和室 

舞台 

料
理
実
習
室 

事務室 

相談室 
（茶室） 

浴室 
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③ 貸出物品(無 料) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(５) 運営協議会の設置 

当館の設置目的(①地域住民の相互交流および自主的活動の促進 ②児童および高
齢者の福祉の増進 ③人権活動の推進)の趣旨に沿った館の適切な運営を図るため、地
域の町会等の各種団体代表者や館利用者から構成(委員２４名)された厚生文化会館運
営協議会が設置されています。 

 
 
(６) 職員構成〔令和２年４月１日現在〕 

 
館  長       １名 
事  務       ２名 
児童指導（再任用含む）６名 
福  祉       １名 
用務（再任用含む）  ３名 
以  上      １３名 

（このうち副館長２名、事務・児童指導に各１名） 
 
 

(７) 夜間・休日の施設管理 
   夜間(午後５時から午後９時３０分)と休日(日曜および祝休日の集会室の利用のあ

る午前９時から午後９時３０分)は、シルバー人材センターの業務者が窓口受付等の業
務を行っています。 

●ラジカセ ●電子ピアノ ●座布団 

●テレビ・ビデオ・ＤＶＤ ●譜面台 ●レッスンバー 

●ホワイトボード ●鏡（姿見） ●ワイヤレスマイク 

●ゴザ   

その他、ポット・湯のみ・コップ等も無料でお貸ししています。 
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幼 児

4,925
16%

小学生

21,378
68%

中高生

671
2%

保護者

4,286
14%

        《３事業報告(実績)》 

（1） 児童館事業 

 １ 児童対象事業 
健全な遊びを通して児童の健康を増進し、情操を育むことを目的にこどもたち

が楽しく遊べる場の提供と館内・館外での各種行事を実施しています。行事への参

加の募集は、児童室だより（毎月 1,100 部程度発行）でお知らせしています。 
 

  ① 児童室利用人員 

● 令和元年度利用人員      ●利用人員の推移（単位：人） 
           
 
 
             

 
 
 
 
 
 

 
② クラブ活動（児童室）事業 

 小学生を対象に、専門家による指導のもと、工作クラブやリズムダンス、ミュ

ージカルクラブなどの各種のクラブ活動を通じて、こどもたちの豊かな健全育成

をはかることを目的に実施しています。令和元年度は、15 クラブを実施しました
。活動実績はつぎの表のとおりです。 

● 令和元年度のクラブ活動実績 

 クラブ名 開催数 
参 加 人 数

（延べ） 
平均人数 クラブ名 開催数 

参 加 人 数

（延べ） 
平均人数 

リズムダンスクラブ 12 216 18 工作クラブⅠ 4 120 30 

一輪車クラブ 9 147 16 工作クラブⅡ 4 120 30 

ミュージカルクラブ 19 266 14 英語で遊ぼう 1 28 28 

人形劇クラブ 17 82 5 おはなし会 10 80 8 

けん玉クラブ 5 30 6 ジャグリングクラブ 5 79 16 

卓球クラブ 3 58 19 ヨーヨーチャレンジ 11 60 5 

科学で遊ぼう 4 100 25 けん玉もしかめ 5 55 11 

スポンジ工作 2 50 25     

幼児 小学生 中高生 保護者 計 

4,925 21,378 671 4,286 31,260 

16% 68% 2% 14% 100% 

30,006 30,559 30,534
33,169

31,260

0

10,000

20,000

30,000

40,000

27年度 28年度 29年度 30年度元年度
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③ 館内行事 
   令和元年度に実施した主な館内行事と参加者数は、つぎの表のとおりです。 
実 施

月 
行事名 内容 対象 参加 

者数 

4 新入生歓迎会 新１年生向けに、児童室の遊びやクラブ活

動の紹介をする 
小学生 100 

5 キックベース大会 ４人１チームでキックベースで対戦する 小学生 20 

5 あじさいブローチ

作り 
軍手の指部分やフェルトを使った手芸 小学生 30 

6 夏のステージ クラブ活動等の発表 小学生 70 

6 マットすべらし大

会 
大きなマットを滑らせてその移動距離で

対戦する 
小学生 20 

7 けやっきー 
人形劇まつり 

人形劇クラブや外部の人形劇団体の発表 小学生 100 

7、8 水遊び 屋上で水遊び 小学生 30 

8 スイカ割り＆おや

つパーティー 
児童室の子どもと学童クラブの子どもで

一緒にスイカ割りとおやつを楽しむ 
小学生 80 

9 しぜんのえんにち こどもたちが決めたテーマ「しぜん」にち

なんだ店でのお店屋さんごっこやゲーム 
小学生 350 

11 巨大迷路 遊戯室全体をプラスティック段ボールで

迷路にしてその中で遊ぶ 
小学生 500 

12 冬のステージ クラブ活動等の発表 小学生 70 

12 ビンゴ大会 ビンゴを楽しむ 小学生 54 

1 サッカー大会 ４人１チームでサッカーで対戦する 小学生 15 

2 アクセサリー作り レジンを使ってネックレス作り 小学生 40 

7、9 スポンジ工作 ウレタン素材を使って指人形作り 小学生 45 

7、1 ビーズ細工 ビーズのストラップやアクセサリー作り 小学生 40 

5、7、8、10、
11、12、1、2 

おやつ作り 簡単なおやつを作って食べる 小学生 168 
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④ 館外行事 
   令和元年度に実施した館外行事と参加者数は、つぎの表のとおりです。 

行事名 対 象 実施月 行き先 参加者数 

池袋いけいけ人形劇まつり 小学生 5 南大塚地域文化創造館 9 

夏の遠足「アイススケート」 小学生 8 東伏見アイスアリーナ 25 

第 8 回光フェスタ 小学生 2 光ヶ丘なかよし児童館 17 

※練馬区の児童館全体での行事への参加  …（児童室の参加した内容） 
５月 練馬こどもまつり（光が丘会場）…「ストリートパフォーマーになろう」 
１月 児童館展（練馬区立美術館）  …テーマ「宇宙」 

 ※令和 2 年 3 月 2 日以降の児童室事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に
  より、所管課の判断で中止となりました。（各部屋の開放と孤食対応ランチルー

  ムのみ実施） 
 ※中止した館外行事  

春の遠足（JAL 整備工場見学）・第 33 回ねりま人形劇フェスティバル・荒木田 
  ふれあい館一輪車発表会 
 
２ 子育て支援事業 

  幼児とその保護者の方を対象に、お子さんと保護者が楽しく遊べる場を提供し、

幼児と保護者間の交流や保護者同士の交流を推進することを目的に実施してい

ます。事業の開催日時は、児童室だよりで毎月お知らせしています。 
 

①よちよち (１歳以上の幼児が対象)  
登録制 毎週金曜日の午前１０時３０分から 

  手遊びやふれあい遊び、季節行事等を楽しむ会 
 
②とことこ（２歳以上の幼児が対象） 
 登録制 毎週水曜日の午前１０時３０分から 

  体操や工作、おはなし会、リトミック等を楽しむ会 
 
③わくわくランド（３歳以上の幼児が対象） 
 毎月１回 水曜日１３時１５分から 

  幼稚園児と保護者が集まり工作等を楽しむ会 
     ※活動内容決めから、準備・運営まで保護者が行う。 
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● 令和元年度 幼児対象事業実績 
よちよち 

登録者数 年間実施回数 延べ参加者数 
１回あたりの 

平均参加者数 

99 組の親子  34 回 570 組 1140 人 16 組 33 人 

 

とことこ 

登録者数 年間実施回数 延べ参加者数 
１回あたりの 

平均参加者数 

 50 組の親子   35 回 238 組 477 人 6 組 13 人 

 
 

 

わくわくランド 

年間実施回数 延べ参加者数 
１回あたりの 

平均参加者数 

12 回 282 組 606 人 23 組 50 人 
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（２）学童クラブ室事業 

 1 学童クラブ事業 
 放課後、家庭において保育を必要とする小学校１年生から６年生までの児童

を対象に、保育や指導を行い、集団生活や遊びを通して日常生活に必要な習慣

を身につけられるよう、児童の健全な育成を図ることを目的とした事業です。 
＜令和元年度の指導目標＞ 

     ・基本的な生活習慣を身につける。 

・相手を思いやる気持ちや仲間意識を育てる。 

・班活動や集団活動の経験も大切にし、皆が気持ちよく過ごせるためにルール

がある事を根気よく指導する。 

 ＜令和元年度の主な事業内容＞ 

    ・主な主催行事 

新入生歓迎会（4 月）、親子交流会（4 月）、遠足（8 月・3 月→公共交通機関

を使う遠足は中止し近隣の公園への散歩遠足実施）、 

年末お楽しみ会（12 月）、お正月あそび大会（1 月）、進級お祝い会（3 月→

中止とし、子ども達の出し物を撮影して記録） 

誕生会・おやつ作り・昼食作り・工作手芸創作活動等 

・連携事業 

  児童室（こどもえんにち） 

  敬老室（七夕のつどい、敬老の日のつどい） 

  南町小学校みかんのひろば（放課後こどもプラン連携事業） 

・保護者会（3 回）、個人面談（各学年１回）、クラブだより（21 号発行）   

 

●在籍者数（平成３１年４月１日現在） 

１年 ２年 ３年 ５年 ６年 計 

２８人 １４人 １６人 １人 １人 ６０人 

※ 定員は、４０人 

 

●令和元年度 一日当たりの平均出席児童数 

 

年間出席 

延べ人数  ア 
開館日数 イ 

一日当たり平均

出席児童数 

  ア÷イ 

平日 １２，３１３人 ２４０日 ５１．３０人 

土曜 ３７８人 ５０日 ７．５６人 

計 １２，６９１人 ２９０日 ４３．７６人 

 
 



11 

2 子育て支援事業 (3 月は小学校臨時休校に伴い中止) 
 

① にこにこ（学童クラブ室有効活用型事業）      
対象年齢：ねんねからよちよち歩きの赤ちゃん 
開催日 ：毎週火・木・金曜日の午前１０時～１２時 
     終了後、昼食場所の提供。１３時まで 

 事業内容： 
親子の交流事業・手遊び等 
赤ちゃんアート、足形アート、ふれあい遊び、赤ちゃんプレイルーム、 
誕生会 
 

② フレッシュキッズ（練馬保育園と共催事業） 
対象年齢：１歳半以下の乳児 
開催日 ：４、８、３月を除く毎月１回 午前１０時３０分～１１時３０分 
事業内容： 
保育士による手遊びや育児相談の他、栄養士による個別栄養相談、 
看護師による健康相談、パネルシアター、リズム遊び等。 
 

 

令和元年度 子育て支援事業実績 

にこにこ フレッシュキッズ 

回数 延べ参加者数 回数 延べ参加者数 

９８回  ２,６３０人 ９回   １９４人 
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 （３）敬老館事業 

     満６０歳以上の区民の方に憩いの場を提供し、相互交流の促進と心身

の健康維持・増進を図ることを目的に実施しています。 

     利用には、敬老室の利用者登録が必要です。 

 

 ＜主な行事＞ 

    太極拳講座（月２回）、竹ふみ健康体操（月 1 回）、いきいき体操教

室（在宅介護支援センターとの共催）、七夕のつどい、敬老の日のつど

い、新春芸能発表会など 

    開催日は、その都度「館だより」でお知らせしています。 

 

①  敬老室利用者数と登録者数   
● 敬老室利用人員と登録者数の推移       単位：人 

年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

利用者数 14,829 14,692 13,568 13,412 11,995 

登録者数 257 315 350 265 348 

※ 登録は３年間有効。27、30 年度は更新年度。 
28、29、元年度は各更新期間内の累計数。 

 

   
 

 

②  浴室の利用  
     練馬区民の６０歳以上の方を対象に毎週、月・火・水・金・土曜日の

午後 1 時から４時が入浴時間となっています。 
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●令和元年度浴室利用者数   単位：人 

 男性 女性  計 

利用人員計 3,875 3,985 7,860 

 

●  浴室利用者数の推移 

    

 

   ③ その他の敬老事業実績  

 ● 主な敬老行事の年度別実績 
 

単位:人 

 

七
夕
の
つ
ど
い 

敬
老
の
日
の
つ
ど
い 

新
春
芸
能
発
表
会 

映
画
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い
き
い
き
体
操
教
室 

太
極
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竹
ふ
み
健
康
体
操 

街
か
ど
ケ
ア
カ
フ
ェ 

２７年度 52 36 41 134 234 373 145 230 

２８年度 52 41 50 127 240 429 143 200 

２９年度 46 80 45 104 229 452 113 103 

３０年度 54 48 55 180 229 379 117 112 

元年度 44 41 44 134 146 306 139 30 

 

10,162 9,857 
9,315 9,246 

7,860 

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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人
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（４） 集会室事業 

地域住民のサークル活動や文化活動等を推進することを目的に、活動場

所の提供をしています。 
 

①  利用方法 
練馬区公共施設予約システムで利用申し込みをし

   ていただきます。 
受付期間は、利用日の２か月前から前日までです。 

    （当日利用は電話で受付します。）   
なお、官公署、地域の公共的団体等の利用につい

ては、利用予定日の３か月前から申し込みができます。 
 

<使用料の減額・免除制度> 

・免除………官公署、区内団体の行政活動への協力時、10 人以上の区
内団体等で構成員の半数以上が 75 歳以上の団体。 

・50％減額…厚生文化会館登録団体、各種父母会、10 人以上の区内団
体等で構成員の半数以上が 65歳以上または中学生以下の
団体。 

 
  ②  団体登録【厚生文化会館登録団体】 

 地域の方々で構成する、５名以上の、地域活動・文化活動を継続的に

行う団体が団体登録することができます。 

団体登録の要件、申請方法等は、資料４「厚生文化会館登録団体のご

案内」をご参照ください。 

令和２年３月末現在の登録団体数は、14 団体です。 
    

③ 集会室利用状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ※稼働率＝利用時間÷利用可能時間（小数点以下切り捨て） 
 

〇令和元年度    

     

施設名 件 数 時間数 人 数 稼働率※ 

大会議室 833 2,450 11,200 57％ 

小会議室 809 2,126 3,251 49％ 

視聴覚室 927 2,219 4,660 51％ 

和室(茶室) 408 1,136 2,155 26％ 

料理実習室 112 666 1,064 15％ 

合計 3,089 8,597 22,330  
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〇 集会室の利用件数・人数の推移 
 
 令和元年度 3,089 件 22,330 人  
 

 
 
 
④ 集会室使用料収入 

 

令和元年度  2,276,360 円 
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（５） 館全体事業 

    ① けやきまつり（第３３回） 

地域に定着した祭りで、地域住民の相互交流を深める行事として、地域

代表による実行委員会を中心に企画・運営を行い、毎年実施しています。 

   〔開催日〕  令和元年（2019 年）１０月２６日（土）・２７日（日） 

     〔参加者数〕 ２,０５３人 

     〔実施内容〕 模擬店 リサイクルバザー 芸能大会 作品展 似顔絵等  

 

●けやきまつり参加者数の推移  

                                                

                 

② もちつき大会（練馬保育園との共催事業） 

  厚生文化会館を会場に、１２月に厚生文化会館・練馬保育園の共催で、近

隣の町会・自治会、学童クラブ父母会、練馬保育園父母会等の協力を得て実

施しています。つきたての餅は、地域の住民にご賞味いただいています。 

   〔開催日〕  令和元年（2019 年）１２月７日（土） 

      〔参加者数〕 ２７６人 

 

もちつき大会参加者数の推移 
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（６）人権関係図書事業 

人権に関わる図書・資料を収集し、１階ロビー人権図書コーナー、２階

図書室で閲覧・貸出をしています。 

令和元年度は、５２冊を購入しました。 

 

    <貸  出> 

２階の図書の貸出は、日、祝休日、年末年始、臨時休館を除く、午前

９時から午後５時まで、１階図書コーナーの貸出は、年末年始、臨時休

館を除く、午前９時から午後８時までです。貸出し期間は２週間です。 

 

蔵書図書数 ２，１８８冊 〔令和２年（2020 年）３月末現在〕 

 

●令和元年度人権関係図書購入リスト 

番号 図 書 名 著  者 

１ 殺す親 殺される親 児玉 真美 

２ 日本国民のための愛国の教科書 将基面 貴巳 

３ 分断社会と若者の今 吉川 徹 

４ ケーキの切れない非行少年たち 宮口 幸治 

５ 隠された奴隷制 植村 邦彦 

６ 月下の殺人 サーシャ・バッチーニ 

７ 「誉の子」と戦争 斉藤 利彦 

８ 開かれた対話と未来 ヤーコ・セイックラ 

９ オープンダイアローグがひらく精神科医療 斎藤 環 

１０ 闘わなければ社会は壊れる 藤田 孝典 

１１ カルカッタの殺人 アビール・ムカジー 

１２ 私は私のままで生きることにした キム・スヒョン 

１３ ズハードと死 ロワ 

１４ 平成経済 衰退の本質 金子 勝 

１５ 教育格差 階層・地域・学歴 松岡 亮二 

１６ 試される民主主義  

２０世紀ヨーロッパの政治思想 上 

ミューラー 

１７ 試される民主主義  

２０世紀ヨーロッパの政治思想 上 

ミューラー 

１８ ルポ 教育困難校 朝比奈 なを 

１９ ボランティアとファシズム 池田 浩士 

２０ 牡丹社事件 マブイの行方 平野 久美子 

２１ 開けられたパンドラの箱  

やまゆり園障害者殺人事件 

月間創編集部 
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２２ 記者と国家 西山太吉の遺言 西山 太吉 

２３ わたしの良い子 寺島 はるな 

２４ ストーカーとの七〇〇日戦争 内澤 旬子 

２５ 壱人両名 

江戸日本の知られざる二重身分 

尾脇 秀和 

２６ 専門知は、もういらないのか 

無知礼賛と民主主義 

トム・ニコルズ 

２７ 原子力時代における哲学 國分 功一郎 

２８ 帝国に生きた少女たち 

京城第一高等女学校の植民地経験 

広瀬 玲子 

２９ 戦争と資本 ラッツァラート 

３０ ＜性＞なる家族 信田 さよ子 

３１ 農学と戦争 安達 太郎 

３２ 真実の終わり ミチコ・カクタニ 

３３ 老いのゆくえ 黒井 千次 

３４ 居るのはつらいよ 

ケアとセラピーについての覚書 

東畑 開人 

３５ ボンちゃんは８２歳、元気だよ！ 石山 春平 

３６ 島と生きる ハンセン病市民学会 

３７ 沖縄人として日本人を生きる 金城 馨 

３８ 科学技術の進歩と人権 北口 末広 

３９ ネット暴発する部落差別 北口 末広 

４０ 全国のあいつぐ差別事件２０１９年版 部落解放・人権政策確立要求中央実

行委員会 

４１ 激変する社会と差別撤廃論 北口 末広 

４２ 愛国という名の亡国 安田 浩一 

４３ ゆがむメディアゆがむ社会 北口 末広 

４４ 「共生」を求めて 田中 宏 

４５ 韓国歴史ドラマの再発見 朝治 武 

４６ 父さんはどうしてヒトラーに投票したの？ ディディエ・デニングス 

４７ 部落差別解消推進法を学ぶ 奥田 均 

４８ 格差と不平等を乗り越える教育事始 外川 正明 

４９ 部落解放縮刷版 第５１巻 ２０１８年版 部落解放・人権研究所 

５０ おんなたちは鬼になる 富山 洋子 

５１ ネットと差別扇動 谷口 真由美 

５２ 生きる 闘う 学ぶ 『生きる 闘う 学ぶ』編集委員会 
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（７）その他事業 

会館だよりの発行 

 
Ａ４版で敬老室・児童室等の事業案内および人権図書案内などを地域の方にお知

らせしています。（発行部数 毎月１，３００部程度） 
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館全体 児童室事業 学童クラブ事業 敬老室事業 

４ 

月 

 新入生歓迎会 

（中止） 

新入生歓迎会（延期） 

第 1回保護者会 

（中止） 

親子交流会（中止） 

 

５ 

月 

 練馬こどもまつり 

（中止） 

練馬こどもまつり 

（中止） 

菖蒲湯 

（中止） 

６ 

月 

厚生文化会館運営

協議会（総会） 

*書面開催 

けやきまつり実行

委員会(第１回) 

*書面開催検討中 

夏のステージ 

（中止） 

個人面談 

（新１年生・延期） 

口腔衛生教室 

（中止） 

７ 

月 

けやきまつり実行

委員会(第２回) 

児童館連合行事 

（中止） 

夏の遠足（中止） 

第２回保護者会 

七夕のつどいへの

参加 

七夕のつどい 

 

８ 

月 

 けやっきー人形劇

まつり 

昼食作り 

水遊び 

夏の遠足 

 

９ 

月 

けやきまつり実行

委員会(第３回) 

 

 こどもえんにち 

個人面談（３年生） 

敬老の日のつどい

への参加 

敬老の日のつどい 

10 

月 

けやきまつり実行

委員会(第４回) 

第３４回けやきま

つり開催 

けやきまつり 

（出店・ステージ） 

 

個人面談（２年生）

けやきまつりお手

伝い（父母会） 

 

11 

月 

けやきまつり実行

委員会(報告会) 

巨大迷路 新年度入会申請  

12 

月 

もちつき大会  もちつき大会お手

伝い（父母会） 

年末お楽しみ会 

柚子湯 

１ 

月 

 児童館展 お正月あそび大会 

新春芸能発表会へ

の取り組み 

新春芸能発表会 

 

２ 

月 

 光フェスタ 第３回保護者会  

３ 

月 

 春のステージ 

春の遠足 

 

進級お祝い会 

春の遠足 

新年度入会説明会 

連合行事への参加 

利用者懇談会 

栄養教室 

令和２年度（2020 年度）厚生文化会館事業計画 
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館全体 児童室事業 学童クラブ事業 敬老室事業 

       

月 

  

例 

  

行 

  

事 

  

等 

会館だよりの発行 

 

 

 

 

【クラブ活動】 

（メンバー制クラブ）

リズムダンス 

一輪車 

ミュージカル 

（いつでも参加クラブ） 

ヨーヨーチャレンジ 

ジャグリング 

けん玉 

けん玉もしかめ 

卓球 

科学で遊ぼう 

工作クラブ 

英語で遊ぼう 

おはなし会 

 

【幼児対象事業】  

よちよち： 

1歳を過ぎた幼児親子 

とことこ: 
２年４月１日現在  

2歳を過ぎた幼児親子 

わくわくランド: 
２年４月１日現在  

3歳を過ぎた幼児親子 

 

【児童室だよりの発行】 

 

【保育行事】 

工作・手芸創作活動 

誕生会 

おやつ作り 

【クラブだより発行】 

【乳幼児対象事業】 

にこにこ（火木金） 

フレッシュキッズ 

（月1回） 

 

太極拳講座 

（月 2回） 

竹ふみ健康体操 

映画会 

いきいき体操教

室・介護相談 

（練馬地域包括

支援センター） 

（隔月） 

街かどケアカフェ 

（練馬地域包括

支援センター） 

（不定期） 

 
各事業について、令和２年度当初より新型コロナウイルスの感染拡大の影響に
より中止、休止となっておりますが、今後も国や東京都の方針に変化が見られ
た際などに見直しを行う区の方針に基づき事業の再開や中止の判断を行います。 
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○練馬区立厚生文化会館条例 

平成５年３月18日 

条例第25号 

改正 平成９年３月17日条例第12号 

平成14年３月19日条例第22号 

平成19年３月12日条例第13号 

平成22年12月16日条例第48号 

注 平成19年３月から改正経過を注記した。 

（目的） 

第１条 この条例は、練馬区立厚生文化会館（以下「会館」という。）の設置、

管理および利用について必要な事項を定めることにより、地域住民の相互交流

および自主的活動を促進し、児童および高齢者の福祉を増進するとともに、人

権尊重活動を推進することを目的とする。 

（名称および位置） 

第２条 会館の名称および位置は、つぎのとおりとする。 

名称 位置 

練馬区立厚生文化会館 東京都練馬区練馬四丁目２番３号 

（事業） 

第３条 会館は、第１条の目的を達成するため、つぎの各号に掲げる事業を行う。 

(1) 児童福祉法（昭和22年法律第164号）第40条に基づく児童館事業 

(2) 敬老館事業 

(3) 集会室事業 

(4) 人権尊重に関する事業 

(5) 前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認める事業 

（施設） 

第４条 会館に、つぎの各号に掲げる施設を設ける。 

(1) 会議室 

(2) 視聴覚室 

(3) 和室 

資料１ 
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(4) 料理実習室 

(5) 図書室 

(6) 遊戯室 

(7) 娯楽室 

(8) 浴室 

(9) 相談室 

(10) 前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認める施設 

（休館日等） 

第５条 会館の休館日は、１月１日から同月３日までおよび12月29日から同月31

日までとする。 

２ 第３条第１号および第２号の事業については、前項の休館日のほか、つぎに

掲げる日は利用できないものとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に定める休日（１

月１日を除く。） 

３ 区長は、特に必要があると認めたときは、第１項に規定する休館日もしくは

前項に規定する利用できない日を変更し、または臨時に休館日もしくは利用で

きない日を定めることができる。 

（平19条例13・全改） 

（開館時間等） 

第６条 会館の開館時間は、午前９時から午後９時30分までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第３条第１号および第２号の事業に係る利用時間

については、つぎのとおりとする。 

(1) 第３条第１号の事業 午前10時から午後６時まで。ただし、つぎに掲げる

日においては、午前９時から午後６時までとする。 

ア 土曜日 

イ 練馬区教育委員会が定める練馬区立学校の夏季休業日、冬季休業日およ

び春季休業日 

ウ 都民の日条例（昭和27年東京都条例第75号）に規定する都民の日 
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(2) 第３条第２号の事業 午前９時から午後５時まで 

３ 区長は、特に必要があると認めたときは、第１項の開館時間または前項の利

用時間を変更することができる。 

（平22条例48・全改） 

（利用の手続等） 

第７条 会館の施設および備付器具（以下「施設等」という。）を利用しようと

する者は、練馬区規則（以下「規則」という。）で定めるところにより申請し、

区長の承認を受けなければならない。 

２ 区長は、前項の承認に際し、必要な条件を付けることができる。 

（利用の不承認） 

第８条 区長は、つぎの各号の一に該当するときは、前条第１項の承認をしない。 

(1) 公の秩序または善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

(2) 営利を目的とするおそれがあると認められるとき。 

(3) 会館の管理上支障があると認められるとき。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、区長が利用を不適当と認めたとき。 

（使用料） 

第９条 会館の施設の使用料は、別表のとおりとする。 

２ 会館の備付器具の使用料は、１利用単位につき1,000円の範囲内で規則で定め

る。 

３ 第７条の規定により利用の承認を受けた者（以下「利用者」という。）は、

前２項に規定する使用料を前納しなければならない。 

（使用料の減免） 

第10条 区長は、特に必要があると認めたときは、前条第１項または第２項に規

定する使用料を減額し、または免除することができる。 

（使用料の不還付） 

第11条 既納の使用料は、還付しない。ただし、区長は、特別の理由があると認

めたときは、その全部または一部を還付することができる。 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第12条 利用者は、利用の権利を譲渡し、または転貸してはならない。 
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（利用承認の取消し等） 

第13条 区長は、つぎの各号の一に該当するときは、利用の承認を取り消し、ま

たは利用を制限し、もしくは停止することができる。 

(1) 利用の目的または条件に違反したとき。 

(2) この条例または区長の指示に違反したとき。 

(3) 災害その他の理由により施設等の利用ができなくなったとき。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、区長が特に必要があると認めたとき。 

（原状回復の義務） 

第14条 利用者は、会館の施設等の利用を終了したときは、直ちに原状に回復し

なければならない。前条の規定により承認を取り消され、または利用を停止さ

れたときも同様とする。 

（損害賠償の義務） 

第15条 利用者は、会館の施設等を損傷し、または滅失したときは、その損害を

賠償しなければならない。ただし、区長は、やむを得ない理由があると認めた

ときは、その額を減額し、または免除することができる。 

（委任） 

第16条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

 

付則 省略 

 

別表（第９条関係） 

施設 使用料 

大会議室 １時間につき700円

小会議室 １時間につき200円

視聴覚室 １時間につき300円

和室 １時間につき300円

料理実習室 １時間につき500円
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○練馬区立厚生文化会館条例施行規則 

平成５年４月30日 

規則第36号 

改正 平成11年６月24日規則第72号 

平成14年３月19日規則第18号 

平成15年１月９日規則第１号 

平成16年１月19日規則第５号 

平成17年３月31日規則第71号 

平成18年３月23日規則第20号 

平成19年３月30日規則第32号 

平成22年２月16日規則第６号 

平成24年７月31日規則第100号 

平成28年３月22日規則第52号 

平成28年12月28日規則第185号 

平成31年３月20日規則第23号 

注 平成17年３月から改正経過を注記した。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、練馬区立厚生文化会館条例（平成５年３月練馬区条例第25

号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（利用の手続） 

第２条 条例第７条第１項の規定により厚生文化会館の施設および備付器具（以

下「施設等」という。）を利用しようとする者（以下「申請者」という。）は、

つぎの各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書面を区長に提出し、その

承認を受けなければならない。ただし、区長が特に必要と認めたときは、この

限りでない。 

(1) 条例第３条第１号に規定する事業 児童室入室票（第１号様式）および児

童室入室カード（第１号様式の２） 

(2) 条例第３条第２号に規定する事業 敬老室利用申請書（第１号様式の３） 

(3) 条例第３条第３号から第５号までに規定する事業 利用申請書（第１号様

資料２ 
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式の４） 

２ 申請者は、区長が必要と認めたときは、利用の申請に当たり、区長が別に定

める書類を提出しなければならない。   （平24規則100・全改） 

（書面の提出期間等） 

第３条 前条第１項の規定による書面の提出期間は、つぎの表のとおりとする。

ただし、区長は、特に公益上必要があると認めたときは、当該期間外において

も書面を受け付けることができる。 

事業名 利用区分 提出期間 

１ 条例第３条第１号およ

び第２号に規定する事業 

個人が施設を利用する場合 随時 

２ 条例第３条第３号から

第５号までに規定する事

業 

１ 第７条第１号から第４

号まで、第６号から第８号

までおよび第13号（免除と

なる場合に限る。）の規定

により利用する場合 

利用予定日の属する月の

３か月前の月の初日から

利用日まで 

２ 前項以外の場合で、区長

が認めるとき。 

利用予定日の属する月の

２月前の月の初日から利

用日まで 

３ 前２項以外の場合 

 

 

利用予定日の属する月の

２月前の月の25日から利

用日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、同項の書面の提出期間内において、日曜日および

国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に定める休日の書面の

受付は、行わない。 

３ 第１項の規定による書面の提出時間は、午前９時から午後５時までとする。 

（平19規則32・平24規則100・平28規則185・一部改正） 

（利用の承認） 

第４条 施設等の利用の承認は、第２条第１項の規定により提出された書面の受
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付順序に従って行う。ただし、前条第１項の表２の部２の項に規定する者から

利用予定日の属する月の２月前の月の初日から同月９日までの間に利用申請が

あったときは、複数の申請があった利用時間帯について、受付順序を抽選で決

定するものとする。 

２ 区長は、第２条第１項第２号の申請について施設等の利用を承認したときは、

敬老室利用券（第１号様式の５）を、同項第３号の申請について施設等の利用

を承認したときは、利用承認書（第２号様式）または備付器具利用承認書（第

２号様式の２）（以下これらを「承認書」という。）を申請者に交付するもの

とする。 

３ 前項の規定により利用の承認を受けた者（以下「利用者」という。）は、施

設等を利用しようとするときは、敬老室利用券または承認書を提示しなければ

ならない。   （平24規則100・平28規則185・一部改正） 

（利用の変更） 

第４条の２ 利用者が第２条第１項第３号に規定する事業による施設等の利用を

変更しようとするときは、利用日の前日までに、利用変更申請書（第２号様式

の３）に承認書を添えて区長に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 区長は、前項の規定による申請について利用の変更を承認したときは、変更

承認書（第２号様式の４）または備付器具利用変更承認書（第２号様式の５）

を利用者に交付するものとする。 

３ 前項の規定による変更の承認は、変更後の使用料の額と既納の使用料の額が

同額の場合にのみ行うことができるものとする。 

４ 前条第３項の規定は、第２項の規定により変更の承認を受けた場合に準用す

る。   （平24規則100・追加、平28規則185・一部訂正） 

（利用の不承認） 

第５条 区長は、利用の申請が条例第８条各号のいずれかに該当すると認めたと

きは、その理由を付し、利用不承認通知書（第３号様式）をもって申請者へ通

知する。  （平24規則100・一部改正） 

（備付器具の使用料） 

第６条 条例第９条第２項に規定する備付器具の使用料は、別表のとおりとする。 
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（使用料の減免） 

第７条 条例第10条の規定により使用料を減額し、または免除することができる

場合は、つぎに掲げるとおりとする。 

(1) 区が主催し、または共催する事業で利用するとき。 免除 

(2) 官公署が行政目的のために利用するとき。 免除 

(3) 区内の団体が行政活動への協力等の目的のために利用するとき。 免除 

(4) 区内の保育所等、幼稚園、小学校、中学校または特別支援学校が教育目的

のために利用するとき。 免除 

(5) 構成員の半数以上を75歳以上の者が占める10人以上の団体が利用すると

き。 免除 

(6) 区が後援し、協力し、または協賛する事業で利用するとき。 ５割減額 

(7) 幼稚園、小学校、中学校および特別支援学校以外の区内の学校が教育目的

のために利用するとき。 ５割減額 

(8) 別に定める区内の公共的団体が利用するとき。 ５割減額 

(9) 別に定めるところによりあらかじめ登録を受けた団体が、当該登録を受け

た目的のために利用するとき。 ５割減額 

(10) 構成員の半数以上を身体障害者、知的障害者または精神障害者が占める

10人以上の団体が利用するとき。 ５割減額 

(11) 構成員の半数以上を65歳以上の者が占める10人以上の団体が利用すると

き（第５号に該当する場合を除く。）。 ５割減額 

(12) 構成員の半数以上を中学生以下の者が占める10人以上の団体が利用する

とき。 ５割減額 

(13) その他区長が特に必要があると認めたとき。 免除または５割減額 

（平19規則32・一部改正） 

２ 前項の規定により減額した使用料の額に５円未満の端数があるときは、これ

を切り捨て、５円以上10円未満の端数があるときは、これを10円に切り上げる。 

（使用料の減免手続） 

第８条 前条の規定により使用料の減額または免除を受けようとする者は、第２

条第１項の規定による利用の申請の際に、使用料減免申請書（第１号様式の４）



 

30 

を区長に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 区長は、前項の申請があった場合において必要があると認めたときは、減額

または免除の事由を証明すべき書類等の提示を求めることができる。 

（平24規則100・一部改正） 

（利用の取消し等） 

第９条 区長は、条例第13条の規定により利用の承認を取り消し、または利用の

制限もしくは停止をするときは、その理由を付し、利用承認取消・制限・停止

通知書（第５号様式）により利用者へ通知する。 

２ 利用者は、自己の都合により利用を取り消すときは、利用承認取消申請書（第

６号様式）を区長に提出しなければならない。 

（使用料の還付） 

第10条 条例第11条ただし書の規定による使用料の全部または一部を還付するこ

とができる特別の理由および還付金額は、つぎの各号に掲げるとおりとする。 

(1) 利用者の責めに帰することができない理由により利用することができな

かったとき。 全額 

(2) 利用者が利用予定日前日までに利用の取消しを申し出たとき。 全額 

(3) 前２号に定めるもののほか、区長が特に必要があると認めたとき。 区長

が相当と認める額    （平24規則100・一部改正） 

（使用料の還付手続） 

第11条 前条の規定により使用料の還付を受けようとする者は、使用料還付申請

書（第７号様式）を区長に提出しなければならない。 

（委任） 

第12条 この規則の施行について必要な事項は、別に定める。 

 

別表（第６条関係）（平18規則20・平22規則６・平31規則23・一部改正） 

備付器具 使用料 

大会議室舞台（幕含む。） 一式１時間につき 250円

大会議室調光 一式１時間につき 250円
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  付則、様式については省略 

第１号様式（第２条関係）   第１号様式の２（第２条関係） 

第１号様式の３（第２条関係） 第１号様式の４（第２条、第８条関係） 

第１号様式の５（第４条関係） 第２号様式（第４条関係） 

第２号様式の２（第４条関係） 第２号様式の３（第４条の２関係） 

第２号様式の４（第４条の２関係）第２号様式の５（第４条の２関係）

第３号様式（第５条関係）     第４号様式 削除 

第５号様式（第９条関係）     第６号様式（第９条関係） 

第７号様式（第11条関係） 

大会議室音響 一式１時間につき 250円

ピアノ 一式１時間につき 250円

ビデオプロジェクター 一式１時間につき 200円

茶道具 一式１時間につき 100円
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練馬区立厚生文化会館運営協議会設置要綱 

昭和 48 年 4 月 19 日 

練厚館発第１７６号 

(設置) 

第１条 地域住民の相互交流および自主的活動を促進し、児童および高齢

者の福祉を増進するとともに、人権尊重活動を推進する趣旨に沿った、

練馬区立厚生文化会館(以下「会館」という。)の適切な運営を行うため、

練馬区立厚生文化会館運営協議会(以下｢協議会」という。）を設置する。 

(協議事項) 

第２条 協議会は、会館の運営に関する事項および第１条の趣旨を達成す

るために必要と認められる事項について協議する。 

(組織) 

第３条 協議会は、第１号から第 19 号までに掲げる団体等の代表者およ

び第 20 号に掲げる練馬区職員により組織する。 

 (1) 練馬一丁目原町睦会 

 (2) 練馬一丁目西睦会 

 (3) 練馬二丁目町会 

 (4) 練馬三丁目町会 

 (5) 練馬三丁目親和会 

 (6) 練馬四丁目町会 

 (7) 都営練馬二丁目アパート自治会 

 (8) 都営練馬二丁目第２アパート自治会 

 (9) 練馬中央自治会 

 (10) 練馬本町通り自治会 

 (11) 練馬三丁目交友会 

 (12) 都営練馬二丁目第４アパート自治会 

 (13) 厚生文化会館学童クラブ父母の会 

 (14) 練馬保育園父母の会 

 (15) 部落解放同盟東京都連合会練馬支部 

 (16) 練馬区青少年育成第一地区委員会 

資料３ 
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 (17) 練馬デイサービスセンター 

 (18) 敬老室利用者 

 (19) 集会室利用者 

 (20) 総務部人権・男女共同参画課長、福祉部管理課長、練馬保育園長

および厚生文化会館長の職にある者。 

2 前項の規定にかかわらず、協議会は構成員の協議により必要に応じて

前項に定める者以外の者を加えることができる。 

(役員) 

第４条 協議会に、会長および副会長を置く。 

２  会長は地域の代表者の中から互選する。 

３ 会長に事故あるときは、副会長がその職務を行う。 

４ 役員の任期は 2 年とし、役員が欠けた場合の補欠役員の任期は、前任

者の残存期間とする。ただし、再任は妨げない。また、その任期が終了

し後任者が就任するまでは、その職務を行う。 

(会議) 

第 5 条 協議会の会議は総会および例会とする。総会は年１回、例会は必

要に応じて開催する。 

２ 協議会の会議は会長が招集し、これを主宰する。 

(庶務) 

第 6 条 協議会の庶務は、練馬区立厚生文化会館において処理する。 

(委任) 

第７条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項

は、協議会が定める。 

     

付則省略 
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厚生文化会館登録団体のご案内 

 

厚生文化会館では、地域の方々が行う文化活動等を支援するため、団体登録制度を設け

ています。登録された団体の集会室使用料は２分の１に減額されます。 

 

１ 団体登録の要件 

  つぎの（1）から（3）までの要件をすべて満たしている団体は登録することができます。 

(1) 文化活動または地域活動を行う団体であること。 

(2) 団体の構成員が５名以上で、かつ、構成員の５割以上が厚生文化会館を中心として概

ね 700ｍの圏域に居住し、勤務し、または通学していること。 

(3) 営利行為をしていないこと。（※会費等の名目で、会の維持運営に必要な額以上の 

  金額を徴収している場合も含まれます。） 

 

２ 団体登録の申請 

登録を希望する団体は、所定の申請書につぎの書類を添えて、窓口に提出してください。 

◇ 受付時間は、月～土曜日の午前 9時～午後 5時です。（日・祝休日は受付できません）。 

(1) 規約等 
(2) 構成員名簿および役員名簿 
(3) 会費等を徴収している団体は決算書。ただし、新しく結成した団体は予算書 
(4) その他、必要と認める書類 
 

３ 団体登録証の交付 

登録を認められた団体には、「団体登録証」をお渡しします。集会室の利用申請をする

際に申請書と一緒に窓口に提示してください。 

※登録証を紛失したり、破損したときは、すぐに届け出て再交付を受けてください。 

  登録証の期限は、令和３年６月 30 日です。以後２年ごとに更新します。 

更新手続きには、新規申請と同じく、上の（1）から（4）までの書類が必要です。 

  登録の要件を満たさなくなった団体は、期間内でも登録を取り消します。 

 

４ 団体の変更・解散の届け 

 つぎの（1）から（4）までの事項に該当する場合には、すみやかに届け出てください。 

(1) 団体の名称または代表者を変更したとき。 
(2) 団体の規約等を改正したとき。 
(3) 団体の構成員が３割以上変更したとき。 
(4) 団体が解散したとき｡ 
 

お問い合わせは、厚生文化会館（３９９１－３０８０）まで 
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敬老室の利用案内 

１ 利用時間 

午前9時～午後5時 

 

２ 休み 

日曜日・祝休日・年末年始（12月29日～1月3日） 

 

３ ご利用できる方 

区内在住の60歳以上の方 

 

４ 登録 

ご利用いただくには登録が必要です。 

登録するには、①住所を証明できるもの（健康保険証・官公署からの郵便

物等）と②緊急時に連絡のとれる方のお名前、ご住所と電話番号をご用意く

ださい。 

利用券を交付いたします。利用は無料です。 

 

５ 利用できる施設の内容 

施設名 面積 特徴等 

娯楽室（30畳） 舞台付きの和室です。 

お茶は自由にお飲みいただけます。 

火曜・木曜・土曜はカラオケが楽しめます。 

和室（8畳）   囲碁・将棋ができます。 

浴室（67㎡）   利用時間は午後1時～4時。男女一つずつ浴槽があります。 

月、火、水、金、土曜日に入れます。 

 

６ 行事予定 

毎月、太極拳講座、竹ふみ健康体操、街かどケアカフェ体操教室・介護相

談などを行います。 

そのほかに例年行事として、七夕のつどい、芸能発表会などを行います。 

行事の予定は、会館だよりや館内掲示でお知らせします。 

資料５  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〒176-0001 練馬区練馬４－２－３ 
電話 ０３－３９９１－３０８０ 
交通 西武池袋線練馬駅西口徒歩８分

または大江戸線豊島園駅Ａ１出

口徒歩５分 
※ 自動車駐車場はありません。 

バスターミナル 

  


